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居住に課題を抱える人（住宅確保要配慮者）

現状と課題

・低家賃の住宅が少なく、住宅確保要配慮者には民間賃貸住宅において入居拒否の傾向が
ある。

・連帯保証人、緊急時の連絡体制の確保や一定の生活支援が必要な住宅確保要配慮者もい
る。

必要な対応

・連帯保証人や緊急時の連絡先の確保、訪問などによる見守り支援などといったソフト面
での対応

・住宅確保要配慮者の入居を拒まない低家賃の住宅の確保などといったハード面での対応

⇒ソフト面とハード面での連携した対応が必要

・低額所得者、高齢者、障害者 など

・住宅セーフティネット法では「住宅確保要配慮者」と定義されている

居住に課題を抱える人とは
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居住支援の全体像

国のみならず自治体においても、福祉・住宅部局間での情報共有・連携強化を図るとともに、以下に記載している
居住に係るハード・ソフトの両施策を一体的に実施するなどにより、居住に困難を抱える者へ必要な支援が届くよ
う取り組んでいく。

ソフト面の支援例

【新たな住宅セーフティネット制度】

高齢者、障害者、子育て世帯、低額所得者などの住宅確保要配慮者に対し、民間の空き家・空き室を活用した入居を拒まない賃
貸住宅（住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅）の供給を促進する。併せて、専用住宅の改修費や家賃低廉化等への支援や、入
居相談や見守りなどの生活支援を行う居住支援協議会や居住支援法人への活動支援等を行う。

ハード面の支援例

【高齢者の安心な住まいの確保に資する事業】

空き家等の民間賃貸住宅や集合住宅等に入居する高齢者を
対象に、安否確認、緊急時の対応等を行う生活援助員を派
遣するなど、地域の実情に応じた、高齢者の安心な住まいを
確保するための事業を行う。 ※地域支援事業の１メニュー

【生活困窮者地域居住支援事業】

シェルター等を退所した者や、居住に困難を抱える者であっ
て、地域社会から孤立した状態にある低所得者等を対象に、
訪問等による見守りなど居住を安定して継続するための支援
や入居に当たっての支援、情報収集や担い手開拓等の環境
整備を行う。※平成31年度から困窮法の一時生活支援事業として実施。

【自立生活援助】

障害者支援施設やグループホーム等から地域での一人暮ら
しに移行した障害者等に対し、地域生活支援員が定期的な
居宅訪問等により日常生活における課題を把握し、必要な助
言や関係機関との連絡調整を行う。
※障害者総合支援法に基づくサービス（平成30年4月１日施行）

【社会的養護自立支援事業等】

里親等への委託や児童養護施設等への入所措置を受けて
いた者に対して、必要に応じて措置解除後も原則２２歳の年
度末までの間、引き続き里親家庭や施設等に居住するため
の支援などを提供するとともに、生活・就労相談や、賃貸住
宅の賃借時等に身元保証を行う。
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○ 高齢者

○ 空き家等の民間賃貸住宅や、高齢者の
生活特性に配慮した公的賃貸住宅（シル
バーハウジング）、サービス付き高齢者
向け住宅、多くの高齢者が居住する集合
住宅等への高齢者の円滑な入居を進めら
れるよう、これらの住宅に関する情報提
供、入居に関する相談及び助言並びに不
動産関係団体等との連携による入居支援
等を実施するとともに、これらの住宅の
入居者を対象に、日常生活上の生活相
談・指導、安否確認、緊急時の対応や一
時的な家事援助等を行う生活援助員を派
遣し、関係機関・関係団体等による支援
体制を構築する等、地域の実情に応じた、
高齢者の安心な住まいを確保するための
事業を行う。

支援内容

○ 平成２６年度から「低所得高齢者等住まい・生活支援モデル事業」を行っているが、平成２９年度以降は、各地域
で行われている先進的・効果的な取組について、地域支援事業を始め、様々な方策を活用等しながら全国展開を図っ
ていく。

○ 具体的には、地域支援事業の一つにある「高齢者の安心な住まいの確保に資する事業」について、入居に係る支援
等の内容をより明確にした上で、事業の拡充を行う。

家主

地域住民

病院

空き家・空き
部屋の活用 地

域
連
携
・協
働
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

団地

戸建て

地域ごとに互助
（互いの見守り） 相談援助や

見守り

社会福祉法人
・NPO法人等

①住まいの確保支援

事業実施主体
（社会福祉法人・

NPO法人等）

地域包括支援センター

福祉事務所

住宅情報の提供・相談・
入居支援

地域支援
の拠点

②生活支援

（事業のイメージ）

低所得・低資産、家族が
いない、社会的なつなが
りによる支援が乏しい、
心身の状況の低下により、
居住の継続が困難等

不動産仲介業者

【高齢者】「高齢者の安心な住まいの確保に資する事業」の実施

○ 市町村等

実施自治体対象者
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・ 90代 女性

・ 住居先の立ち退きを迫られ、モデル事
業利用を検討。

・ 支援開始以前は独力で住居を探すも、
高齢を理由に断られる。

・現在はモデル事業により低廉な
アパート入居。

・ 週一回の見守りを実施。

事例① 住み替え支援 事例② 退院支援

・ 60代 男性

・ 難治性疾患の治療のため市内
の病院に長期入院。

・ 家賃トラブルにより入院前の
住居は強制立ち退き。

・ モデル事業で、関係機関と専
門職が連携することにより、
難治性疾患を抱えながらも
地域で暮らすことが可能に。

三者面談（本人×福祉×不動産）
による信頼・連携の強化
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◆事業の概要
・ 京都市居住支援協議会における関係機関との連携（プラットフォーム）

※「高齢者を拒まない住宅」登録している不動産業者と連携

・ 京都市老人福祉施設協議会に加盟する８法人が５行政区で事業を実施
・ 各エリアごとに、本人×社会福祉法人×不動産業者（家主）の三者面談を

行い、互いの信頼の下で空き部屋をマッチング
・ 毎月、全体の作業部会を開催し、事業の進捗管理
・ 住み替え後は、社会福祉法人による見守りサービスを実施

◆事業の成果
・ 事業開始（26年11月）から28年3月末現在まで、25名が住み替えを実現

（内訳）60代3名、70代10名、80代9名、90代3名。未申請・自立11名、要支援8名、要
介護6名

（住替理由） 立ち退き、建物の老朽化、契約更新不可、虐待、退院後の住居なし等
（保証人）25事例中、19事例は保証人あり。

保証人なしの場合、保証会社の利用または理解ある家主

・ 「社福法人による見守りサービス」による家主の安心＝貸し手の負担減を

「京都市高齢者すまい・生活支援モデル事業」

モデル①京都市
～社会福祉法人が、不動産業者と連携した住まい確保支援と入居後の生活支援を一環して実施～



事例 住み替え支援

・80代 女性
・住まい－マンション４階（エレベーターなし）での一人暮らし
・親族 －弟がいるが高齢，甥は遠方に住む
・疾患 －心疾患（ペースメーカー植え込み）
・手帳 －身障１級
・収入 －年金月215,000円
・債務 － 家賃３ヶ月分（180,000円） 社会保険料等（200,000円程度）

・課題 －心筋梗塞を発症し，治療費がかさんだことで家賃を滞納して
しまい，所有者から退去を命じられた。自身で不動産会社を
まわるが部屋を借りることができなかった。

市社会福祉協議会において以下のサービスをコーディネート

・見守り － 「ふれあいネットワーク」によるボランティア
の定期訪問

・貸付 － 生活福祉資金「転宅費」の利用
・家計相談 －生協が行う家計相談を利用
・家財処分 －不要な家財の処分と引越支援
・手続支援 －民生委員による引越前のフォロー

◆事業の概要
・ 保証人、緊急連絡先確保が困難な高齢者に対し、民間賃貸住

宅への円滑な入居及び入居後の支援を行う。
・ 制度に協力する不動産会社及び各種支援団体で構成されるプ

ラットフォームを構築
・ 福岡市社会福祉協議会が事業主体
・ 福岡市社協にコーディネーターを配置し、相談者に対して支

援団体が提供するサービスの組み合わせを提案
・ 社協が各種支援団体に支援プランを提示することにより、本

人と支援団体（サービス事業者）は、円滑に契約を締結

◆事業の成果
・事業開始（26年10月）から28年11月末まで、相談件数463件、

賃貸借契約件数112件を実現

（相談の内訳）
・ 単身女性が最多（246件）
・ 80歳以上が125件、70～79歳が224件、69歳以下は169件
・転居理由は、「家賃」(低廉な住宅への住替え)が100件で最多。

次いで「立ち退き」92件
・ 希望家賃は3万円代が最多。次いで4万円代、3万未満

「住まいサポートふくおか」
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モデル②福岡市
～社会福祉協議会が、支援プランを提案（コーディネート）し、各種支援団体に繋げるシステムの構築～



◆事業の概要
（法人の問題意識）
○ 養護老人ホームには、地域の社会資源を効果的に利用すれば、必 ず

しも措置入所せずに地域で暮らすことができる方がいる可能性。
○ また、入所時の課題が解決され、地域に戻れる入所者もいるが、入所

時に住む場所を失くしているため、地域に戻りたくても戻れない状況。

（事業概要）
○ 養護老人ホーム「松寿荘」は、空き家・貸家を活用し、対象者に住ま

いの支援と生活支援を実施。
※ 養護老人ホームのノウハウによる自立支援

○ 対象者
・低所得高齢者、家屋の老朽化等により不安を抱かれている方
・過疎地域で冬期間の生活が困難な方
・養護老人ホーム利用者で地域生活が可能と思われる高齢者

○ 住まいの支援
法人が借り上げた空き家・貸家を転貸（計4件）

※ 法人による家賃の一部補助
※ 家主は、借受人が社会福祉法人であるため安心して貸せる。

○ 生活支援
２名の専任職員（嘱託）を雇用。毎朝の安否確認、通院・買物支援等

や地域行事に関する情報提供と参加時の支援。
※ 地域の民生委員による協力を受けつつ、社会福祉法人が24時間バック

アップ。

◆事業の成果
○ 28年10月現在、４世帯５名がモデル事業を利用（単身３人、親子一

組）。50代障害者も利用。
○ 高齢者だけでない、制度の狭間に陥った多様なニーズに対応。
○ 支援内容は、当初は手厚く、信頼関係を築いてから手を放していき、

現状は移動支援程度。いずれの利用者も、劣悪な居住環境から住替え
て、生活が整い、自立意欲も高まった。

○ 利用者どうしの交流もはじまっている。（互助）

「雫石町高齢者生活支援モデル事業」
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モデル③岩手県雫石町
～社会福祉法人（養護老人ホーム）が、空き家・貸家を借上げ、住まい支援と生活支援を一体的に実施～



① 障害者支援施設やグループホーム、精神科病院等から地域での一人暮らしに移行した障害者等で、理解力や生活力等に

不安がある者

② 現に、一人で暮らしており、自立生活援助による支援が必要な者

③ 障害、疾病等の家族と同居しており（障害者同士で結婚している場合を含む）、家族による支援が見込めないため、実質

的に一人暮らしと同様の状況であり、自立生活援助による支援が必要な者

※自立生活援助による支援が必要な者（例）
○地域移行支援の対象要件に該当する施設に入所していた者や精神科病院に入院していた者等であり、理解力や生活力を補う観点

から支援が必要と認められる場合
○人間関係や環境の変化等によって、１人暮らしや地域生活を継続することが困難と認められる場合（家族の死亡、入退院の繰り返し 等）
○その他、市町村審査会における個別審査を経てその必要性を判断した上で適当と認められる場合

※家族による支援が見込めないと判断する場合（例）
○同居している家族が、障害のため介護や移動支援が必要である等、障害福祉サービスを利用して生活を営んでいる場合
○同居している家族が、疾病のため入院を繰り返したり、自宅での療養が必要な場合
○同居している家族が、高齢のため寝たきりの状態である等、介護サービスを利用して生活を営んでいる場合
○その他、同居している家族の状況等を踏まえ、利用者への支援を行うことが困難であると認められる場合

【障害者】地域生活を支援する新たなサービス（自立生活援助）の創設

対象者

○ 理解力や生活力等に不安がある者に対して、一定の期間（原則１年間）にわたり、自立生活援助事業所の従業者が定期的な
居宅訪問や随時の通報を受けて行う訪問、当該利用者からの相談対応等より、当該利用者の日常生活における課題を把握し、
必要な情報の提供及び助言、関係機関との連絡調整等を行う。

※市町村審査会における個別審査を経てその必要性を判断した上で適当と認められる場合は更新可能

支援内容

○ 平成28年の障害者総合支援法改正において、障害者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する知的障
害者や精神障害者などについて、本人の意思を尊重した地域生活を支援するため、一定の期間にわたり、定期的な巡回訪問や随
時の対応により、障害者の理解力、生活力等を補う観点から、適時のタイミングで適切な支援を行う自立生活援助を創設。

（平成30年4月1日～）

7



施設､病院

計画相談支援
事業所

ｻｰﾋﾞｽ等利用計画の作成

一人暮らしの障害者 1人暮らしを支える
関係機関

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所
（日中活動、居宅ｻｰﾋﾞｽ）、
相談支援事業所、医療機関、
行政機関、民生委員等

連絡調整
（ｻｰﾋﾞｽ調整）

1人暮らし
の継続

一人暮らしが継続できる支援体制・環境・ｲﾝﾌｫｰﾏﾙな支え合いを整備！

連絡調整
（情報共有、情報提供）

支援のイメージ ①

一人暮らし
への移行

定期的な
居宅訪問

随時対応
（訪問、電話、

ﾒｰﾙ等）

相談

地域住民
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、自治会、

ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ、家族、大家、
ｱﾊﾟｰﾄの管理会社等

関係構築

同行支援

支援のイメージ ②

日頃利用している障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所、
民生委員、地域住民 等

一人暮らしの障害者

障害、疾病等の家族と
同居している障害者

障害者世帯の障害者

人間関係、
生活環境の
変化 等

支援の
必要性

相談

連絡

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

地域移行支援の活用

ｲﾝﾌｫｰﾏﾙな支え合い・
地域定着支援の活用

円滑な引継

円滑な引継

支援開始

自治体（障害福祉担当）

相談支援事業所

本人、家族との面談
関係機関や地域住民からの聞き取り
↓
人間関係の再構築
生活環境の改善に関する助言
障害福祉サービスの調整
↓
定期的な巡回訪問
随時対応
関係機関との連絡調整

1人暮らし
の継続

自立生活援助事業所

相談 連絡

課題把握

自立生活援助事業所

常時の連絡体制を確保

助言

8

http://4.bp.blogspot.com/-Bu4fl7rnORg/UYtwzjheoDI/AAAAAAAARxM/XbK9UFqJdZM/s800/walk_woman.png


①居住を安定して継続するための
支援

・訪問等による居宅における見守り
支援

・地域とのつながり促進支援 等

②入居に当たっての支援
・不動産業者等への同行支援 等

③環境整備
・保証人や緊急連絡先が不要な物件、

低廉な家賃の物件情報の収集
・民間の家賃債務保証や協力を得や

すい不動産事業者等の情報収集

支援内容

【生活困窮者】生活困窮者地域居住支援事業

○ 福祉事務所設置自治体

実施自治体

環境整備

個別支援

○ 生活困窮者・
ホームレス自立
支援センター、
生活困窮者緊急
一時宿泊施設
（シェルター）
等における一定
期間の衣食住の
提供 等

一時的居住のフェーズ
《一定の住居を持たない生活困窮者》

恒久的居住のフェーズ

（
支
援
終
了
後
を
見
据
え
た
）

支
援
体
制
の
構
築
支
援

○ シェルター等を退所した者や、居
住に困難を抱える者であって、地域社
会から孤立した状態にある低所得者等
を対象に、訪問等による居宅における
見守り支援や地域とのつながり促進支
援（※）などの、自立した生活に向け
た“アフターフォロー”を実施。

※ 「地域とのつながり促進支援」とは、共同
利用のリビングを設けるなどにより、日常生
活上の相談に応じたり、緊急事態が生じた場
合に対応できるよう、地域住民や近隣に居住
する低所得者同士の家族的な助け合いの環境
づくりの支援をいう。

○ 自治体において様々な居住支援サービスの情報を収集した上で、取り組みが低調なサービスはその
担い手を開拓、確保する。

・保証人や緊急連絡先が不要な物件や低廉な家賃の物件情報を収集。

・民間の家賃債務保証や協力を得やすい不動産事業者等の情報収集。

・緊急連絡先の代わりになりうる、見守り・安否確認サービス等の情報について、市町村の福祉担当や社会福祉協議会

などから収集。

・家賃債務保証や緊急連絡先の引き受けについて、社会福祉法人等に打診、スキームづくり。

・緊急連絡先がなくても入居時に制限がかからない、安価な住居を自ら提供する社会福祉法人等を開拓。

〇 居住支援関係機関（宅地建物取引業者、家主、居住支援法人、居住支援協議会等）等との連携体制
を確保する。

安
定
し
た
地
域
生
活

○ 不動産業者等に同行し、物件
や家賃債務保証業者探し、賃貸借
契約などの支援を行うとともに円
滑な入居を支援。

○ 病院のMSW等と連携し、退

院・退所後に居住支援を必要とす

る者を把握した上で、自立相談支

援事業における継続的な支援を行

う。
→ 適切な住居の確保のための専門的視
点を有した上で、宅地建物取引業者、家
主、住宅セーフティネット法に基づく居
住支援法人などと連携した支援が必要。

社会福祉協議会
社会福祉法人

一時的居住の確保 入居に当たっての支援 居住を安定して継続するための支援

○ シェルター等を退所した者
○ 社会的孤立状態にある低所得
者等

・シェルター等を利用していた者
・地域で単身等で居住し、地域社

会から 孤立した状態にある者

対象者

○ 現行の一時生活支援事業（シェルター等における生活困窮者に対する一定期間の衣食住の提供）【補助率2/3】を拡充し、
シェルター等を退所した者、居住に困難を抱える者であって地域社会から孤立した状態にある低所得者等に対して一定期間

（１年間（予定）） 、訪問による見守りや生活支援等日常生活を営むのに必要な支援を追加することにより居住支援を強化。
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○ 里親等への委託や児童養護施設等への入所措置を受けていた者に対して、必要に応じて措置解除後も原則２２歳の
年度末までの間、引き続き里親家庭や施設等に居住するための支援などを提供するとともに、生活・就労相談や、賃
貸住宅の賃借時等に身元保証を行う。

○里親等への委託や

児童養護施設等へ

の入所措置を受け

ていた者

対象者

【子ども】社会的養護自立支援事業等

○児童相談所設置自

治体

①社会的養護自立支援事業
里親等への委託や児童養護施設等への入所措置を受けていた者について、必要に応じて１

８歳（措置延長の場合は２０歳）到達後も原則２２歳の年度末までの間、引き続き里親家庭
や施設等に居住するための必要な支援などを提供するとともに、生活相談や就労相談等を行
う事業に要する費用を補助。

②身元保証人確保対策事業
児童養護施設や婦人保護施設等を退所する子どもや女性が就職したり、アパート等を賃借

する際に、施設長等が身元保証人となる場合の損害保険契約の保険料に対して補助を行う。

支援内容

実施自治体

支援担当者会議の開催
（本人・児相・里親・職員等）

↓
継続支援計画の作成
（措置解除前に作成）

22歳

対象者の状況に応じて必要な支援を実施

里親・児童養護施設等
18歳

支援コーディネーター
（全体を統括）

（措置延長の場合は20歳）

関係機関と連携しながら、継続支援計画に基づく支援状況を把握し、生活状況の変化など
に応じて計画を見直し

里親・児童養護施設等
≪拡充≫母子生活支援施設を追加

家庭復帰・自立

生活相談支援担当職員（生活相談支援）
・居住、家庭、交友関係・将来への不安等に関する生活上の相談支援

・対象者が気軽に集まる場を提供する等の自助グループ活動の育成支援 等

措
置
解
除

※家賃・生活費について「自立支援資金貸付事業」
の活用が可能

就労相談支援担当職員（就労相談支援）
・雇用先となる職場の開拓 ・就職面接等のアドバイス

・事業主からの相談対応を含む就職後のフォローアップ 等

身元保証（就職時、賃貸住宅等の賃借時、大学等進学時の身元保証（身元保証人（里親、施設長等）の損害保険料を支援））

・居住費支援（里親・施設の居住費を支援）
・生活費支援（大学進学者等の生活費を支援）
・学習費等支援（進学希望者の学習塾費等を支援）≪新規≫
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③ 住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援

② 専用住宅の改修・入居への経済的支援

① 住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度

新たな住宅セーフティネット制度の枠組み

※ 住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（住宅セーフティネット法）の一部を改正する法律
（平成29年4月26日公布 10月25日施行）

賃
貸
人

保
証
会
社

要
配
慮
者

入居

都道府県等

登録 情報提供

要配慮者の入居を
拒まない住宅（登録住宅）

家賃・家賃債務
保証料の低廉化

・改修費補助
（立上り期に国の直接

補助あり）

・家賃低廉化補助
・改修費融資

（住宅金融支援機構）

・家賃債務
保証料補助

居住支援協議会

不動産関係団体
宅地建物取引業者

賃貸住宅管理業者、家主等

居住支援団体
居住支援法人

社会福祉法人、ＮＰＯ等

地方公共団体
（住宅部局・福祉部局）

居
住
支
援
法
人

入居
支援等

居住支援活動への補助

【新たな住宅セーフティネット制度のイメージ】

国と地方公共団体等
による支援
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新たな住宅セーフティネット制度の施行状況について（H31/2/15時点）

住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（住宅セーフティネット法）の一部を改正する法律
（平成29年4月26日公布 10月25日施行）

【新たな住宅セーフティネット制度の施行状況】

施行状況 備考

住宅確保要配慮者
円滑入居賃貸住宅
の登録

７，６７６戸
（４１都道府県）

北海道３２戸、青森県４戸、岩手県２戸、宮城県５１戸、秋田県２２戸、山形県３５戸、
福島県１０戸、茨城県１５戸、群馬県７４戸、埼玉県２８戸、千葉県３８戸、東京都２８８戸、
神奈川県１７６戸、山梨県３５５戸、岐阜県１８０戸、静岡県３８戸、愛知県５７１戸、
三重県６戸、新潟県２戸、富山県１戸、石川県４５戸、福井県１８戸、京都府１５戸、
大阪府５，３７６戸、兵庫県５９戸、奈良県１７戸、鳥取県１２戸、岡山県８１戸、山口県７戸、
徳島県８戸、香川県２戸、愛媛県３戸、高知県２戸、福岡県６戸、佐賀県５戸、長崎県３０戸、
熊本県４戸、大分県２戸、宮崎県２戸、鹿児島県５０戸、沖縄県４戸

居住支援法人
の指定

１９１者
（３７都道府県）

北海道９者、岩手県２者、宮城県４者、福島県４者、茨城県２者、群馬県２者、埼玉県３者、
千葉県６者、東京都１５者、神奈川県７者、新潟県１者、石川県２者、福井県４者、
山梨県２者、長野県１者、岐阜県２者、静岡県２者、愛知県１５者、京都府２者、
大阪府４７者、兵庫県５者、奈良県３者、和歌山県３者、岡山県４者、広島県２者、
山口県３者、香川県２者、愛媛県２者、高知県２者、福岡県１５者、佐賀県３者、長崎県１者、
熊本県９者、大分県２者、宮崎県１者、鹿児島県１者、沖縄県１者

居住支援協議会
の設立

７７協議会

４７都道府県
３０市区町（北海道本別町、鶴岡市、船橋市、千代田区、文京区、江東区、世田谷区、
杉並区、豊島区、板橋区、江戸川区、八王子市、調布市、日野市、多摩市、横浜市、
川崎市、名古屋市、岐阜市、京都市、豊中市、神戸市、宝塚市、姫路市、広島市、
北九州市、福岡市、大牟田市、うきは市、熊本市）

家賃債務保証業者
の登録

５９者

供給促進計画
の策定

２０都道府県 ３市町
北海道、青森県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、東京都、山梨県、岐阜県、静岡県、
大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、徳島県、香川県、愛媛県、長崎県、宮崎県、沖縄県、
盛岡市、横浜市、栃木県茂木町

※受付・審査中の2,487戸
を合わせると10,163戸

うち入居中 ６，０７２戸
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住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度 （要配慮者の範囲と登録基準）

① 低額所得者
（月収15.8万円（収入分位25％）以下）

② 被災者（発災後３年以内）
③ 高齢者
④ 障害者
⑤ 子ども（高校生相当まで）を養育して

いる者
⑥ 住宅の確保に特に配慮を要するもの

として国土交通省令で定める者

住宅確保要配慮者の範囲

・外国人 等
（条約や他法令に、居住の確保に関する規定のある者を想定

しており、外国人のほか、中国残留邦人、児童虐待を受け
た者、ハンセン病療養所入所者、ＤＶ被害者、拉致被害者、
犯罪被害者、矯正施設退所者、生活困窮者等）

・東日本大震災等の大規模災害の被災者
（発災後３年以上経過）

・都道府県や市区町村が
供給促進計画において定める者

※ 地域の実情等に応じて、海外からの引揚者、新婚世帯、
原子爆弾被爆者、戦傷病者、児童養護施設退所者、ＬＧ
ＢＴ、ＵＩＪターンによる転入者、これらの者に対して
必要な生活支援等を行う者などが考えらえる。

○ 規模
・床面積が一定の規模以上であること

※ 各戸25㎡以上
ただし、共用部分に共同で利用する台所等を備えることで、
各戸に備える場合と同等以上の居住環境が確保されるときは、
18㎡以上

※ 共同居住型住宅の場合、別途定める基準

○ 構造・設備
・耐震性を有すること
・一定の設備（台所、便所、浴室等）を設置していること

○ 家賃が近傍同種の住宅と均衡を失しないこと
○ 基本方針・地方公共団体が定める計画に照らして適切で

あること 等

住宅の登録基準

○ 住宅全体
・住宅全体の面積15 ㎡ × N ＋ 10㎡以上（N:居住人数、N≧２）

○ 専用居室
・専用居室の入居者は１人とする
・専用居室の面積９㎡以上（造り付けの収納の面積を含む）

○ 共用部分
・共用部分に、居間・食堂・台所、便所、洗面、洗濯室（場）、

浴室又はシャワー室を設ける
・便所、洗面、浴室又はシャワー室は、居住人数概ね５人につき

１箇所の割合で設ける

※ 地方公共団体が供給促進計画で定めることで、耐震性等を除く
基準の一部について、強化・緩和が可能

※ １戸から登録可能

共同居住型住宅の基準
国土交通省令で定める者
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① 専用住宅に対する改修費補助【予算】

②（独）住宅金融支援機構による登録住宅に対する改良資金融資等

【法律・予算】

１．専用住宅等の改修に対する支援措置

（補助を受けた住宅は専用住宅化）

２．低額所得者の入居負担軽減のための支援措置【予算】

（専用の住宅として登録された住宅の場合）

補助対
象

① 家賃低廉化に要する費用 ②入居時の家賃債務保証料
（国費上限２万円／月・戸） （国費上限3万円／戸）

補助率 国１／２ ＋ 地方１／２（地方が実施する場合の間接補助）

入居者
要件等

入居者収入及び補助期間について一定要件あり

専用住宅の改修・入居への経済的支援制度 （支援措置の概要と活用例）

補助対象工事 バリアフリー工事、耐震改修工事、用途変更工事等

補助率

【補助金】：国１／３
（制度の立上り期、国の直接補助）

【交付金】：国１／３ ＋ 地方１／３
（地方公共団体が実施する場合の間接補助）

入居者要件等
入居者収入及び家賃水準（特に補助金）について一定
要件あり

支援措置の概要 セーフティネット住宅を活用したまちづくり例

まちなか ごちゃまぜ

＜専用の登録住宅改修補助＞
・1/3補助
・上限100万円×室数

※改修後、専用住宅として、
10年間以上使用が条件

＜補助対象＞
・調査・設計
・バリアフリー化工事
（外構部分含む）
・耐震化工事
・用途変更に伴う工事
（スプリンクラー工事を含む）
・防火・消火対策工事
・子育て世帯対応改修工事

※下線はH31予算案拡充事項
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住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援 （居住支援協議会と居住支援法人の概要）

○居住支援協議会は、住宅セーフティネット法に基づき、地方
公共団体、不動産関係団体、居住支援団体等が連携して設立

○要配慮者向けの住宅情報の提供や相談、紹介等の支援を実施

○平成31年1月末現在77協議会が設立（47都道府県、30区市町）

居住支援協議会の概要

居住支援協議会

生活保護受給者等
就労自立促進事業協議会

地域住宅
協議会

(自立支援)
協議会

連
携

居住支援団体

居住支援法人
ＮＰＯ

社会福祉法人等

不動産関係団体

宅地建物取引業者
賃貸住宅管理業者

家主等

地方公共団体
（住宅・福祉部局）

都道府県・市町村

連携

○居住支援法人とは、住宅セーフティネット法に基づき、
居住支援を行う法人※として、都道府県が指定するもの

○都道府県は、住宅確保要配慮者の居住支援に係る新た
な担い手として、指定することが可能
※住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給促進に関する法律第40条に規定する法人

● 居住支援法人に指定される法人

・NPO法人、一般社団法人、一般財団法人
（公益社団法人・財団法人を含む）
・社会福祉法人
・居住支援を目的とする会社 等

● 居住支援法人の行う業務

① 登録住宅の入居者への家賃債務保証
② 住宅相談など賃貸住宅への円滑な入居に係る

情報提供・相談
③ 見守りなど要配慮者への生活支援
④ ①～③に附帯する業務

※ 居住支援法人は必ずしも①～④のすべての業務を行わな
ければならないものではない。

居住支援法人の概要

居住支援協議会や居住支援法人が行う住宅確保要配慮者に対する民間賃貸住宅等への入居の円滑化に関する取組を支援
〔H31年度予算案〕重層的住宅セーフティネット構築支援事業（9.3億円）の内数（定額補助、補助限度額 1,000万円）

支援措置
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○ 各ソフト面の施策の実施促進

○ 新たな住宅セーフティネット制度の普及促進（賃貸住宅の登録促進、代理納付（住宅扶助）の推進の手続等）

○ 福祉・住宅行政の連携の強化

・居住支援協議会の設置促進（住宅サイド、福祉サイド共通のプラットホームづくり）

・居住支援法人の指定促進（特に福祉サイドでの社会福祉法人、社会福祉協議会、ＮＰＯ等への働きかけ）

今後の取り組み

福祉・住宅行政の連携強化のための連絡協議会

○生活困窮者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭等のうち生活や住宅に配慮を要する方々の住まいの確保や生活の

安定、自立の促進に係るセーフティネット機能の強化に向けて、福祉行政と住宅行政のより一層の緊密な連携を図るため、

厚生労働省と国土交通省の関係部局長等による情報共有や協議を行うための標記連絡協議会を設置。

○第１回連絡協議会（平成28年12月22日）

・塩崎厚生労働大臣、末松国土交通副大臣より冒頭
挨拶

・施策の現状・課題等について両省より報告 等

○第２回連絡協議会（平成29年2月27日）

○第3回連絡協議会（平成29年6月29日）

○第4回連絡協議会（平成29年11月8日）

○第5回連絡協議会（平成30年9月25日）

開催状況

厚生労働省 社会・援護局長、社会・援護局審議官（福祉連携、社会、障害保健福祉、
児童福祉担当）

社会・援護局 保護課長、地域福祉課長、地域福祉課 生活困窮者自立
支援室長

障害保健福祉部長、障害保健福祉部 障害福祉課長
老健局長、老健局 高齢者支援課長
子ども家庭局長、子ども家庭局 家庭福祉課長、家庭福祉課 母子家
庭等自立支援室長

国土交通省 住宅局長、住宅局審議官
住宅局 住宅政策課長、住宅総合整備課長、住宅総合整備課 賃貸住

宅対策室長、安心居住推進課長
土地・建設産業局長、土地・建設産業局 不動産業課長

構成員
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地方ブロックにおける福祉・住宅行政の連携
生活困窮者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭等のうち生活や住宅に配慮を要する方々の住まいの確保
や生活の安定、自立の促進に係るセーフティネット機能の強化に向けて、厚生局と地方整備局が連携して、情
報交換やヒアリング等を行うことにより地方公共団体等への支援に取り組む。

＜相談会の様子＞

■市区町村居住支援協議会に係る情報交換会
地域の実情を踏まえた、よりきめ細やかな居住支援を実施
するため、居住支援協議会について、体制構築や運営にあ
たってのハードルを洗い出し、先進事例・関連事例の紹介・
意見交換等を通じて、市区町村単位の設立促進等を図る。

＜実績＞

○東北地方整備局、東北厚生局
・第１回：平成３１年１月２８日

○関東地方整備局、関東信越厚生局
・第１回：平成２９年６月２６日
・第２回：平成２９年１０月１８日
・第３回：平成３０年２月５日

○中部、北陸地方整備局、東海北陸厚生局
・第１回：平成２９年９月１５日
・第２回：平成２９年１１月１０日
・第３回：平成３０年４月２７日
・第４回：平成３０年１１月１日

○近畿地方整備局、近畿厚生局
・第１回：平成２９年９月１日
・第２回：平成２９年１１月２０日
・第３回：平成３０年３月９日

○中国地方整備局、中国四国厚生局
・第１回：平成３０年１０月２３日

○九州地方整備局、九州厚生局、沖縄総合事務局
・第１回：平成３１年１月２１日

＜情報交換会の様子＞

■市区町村への個別訪問等

■その他、両地方局開催会議の相互参加 等
＜平成29年度以降の実績＞
Ｈ２９．４ 第5回大規模集合住宅勉強会（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．７ 厚生局課長会議（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．７ 地域包括ケアに関する市町村向けセミナー（厚生局主催：九州）

Ｈ２９．７ 大規模集合住宅勉強会 団地視察（厚生局主催：関東）

Ｈ３０．２ 四国すまいづくり推進会議（整備局主催：四国）※四国厚生局より情報提供

Ｈ３０．４ 近畿地域包括ケア連絡会議（厚生局主催：近畿）

Ｈ３０．６ 地域包括ケアに関する市町村向けセミナー（厚生局主催：九州）

Ｈ３０．７ 地域包括ケアに関する市町村向けセミナー（厚生局主催：九州）

Ｈ３０．１２ さいたま新都心意見交換会 （厚生局主催：関東）

※上記のほか、住宅・福祉双方に係る議題について、随時、相互参加する等により連携を実施

地方整備局と厚生局が連携して、希望する市区町村に直接
伺って地域のすまいづくりの課題についての意見交換・情報交
換や、居住支援協議会等へのヒアリングを実施。

＜実績＞

・関東地方整備局、関東信越厚生局
７市、１村、５区に実施
※これ以外にも市区町村すまいづくり相談会において３市・１区と意見交換・情報交換
等を実施したほか、随時ヒアリングを実施。

・北陸地方整備局、中部地方整備局、東海北陸厚生局
のべ７市に実施

・中国地方整備局、中国四国厚生局
３市に実施

・九州地方整備局、九州厚生局
第１回政策クラフトルームにおいて４市・１町と意見交換
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